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な有害事象は生じなかった。経過観察期間中央値は 11.8 年で 5 年と 10
論文内容要旨の本文は，行間をつめて２ページにおさめてさせて
いただきました。 
年の生存率はいずれも 100%だった。無再発生存率は 5年 96%、10年 89%
で計 3例に頭蓋内再発を認めた（3.2年、3.5年、16.5年時点）。再発例の




を認めた症例は救済治療を行った 1 例のみであった。13 例が内分泌補
充療法を継続しているが再発に対する治療を行った 1 例以外は治療開
始前に生じていたものであり、治療に関連した内分泌障害は上記 1 例の
みであった。視機能障害を認めた症例は全例回復している。経過観察時
点で二次発癌は認めていない。 
MRI で脊髄腔に播種を認めない胚細胞腫瘍に対しては脊髄照射を行
わない放射線治療は妥当である。逐次併用化学療法を行う症例に対し
ては頭部への放射線照射の線量低減も可能である。初回治療時の処方
線量が 24Gy と比較的低線量の治療では再発時にも放射線治療を再度
行うことが可能である。治療後の再発のリスクが低く、再発時にも救済治
療が奏効するのであれば、小児患者に対して放射線治療の線量を低減
し、脊髄照射を行わないことは、成長障害の低減や躯幹部臓器からの２
次発癌リスクの低減の面から利点は大きい。本治療法の本邦での長期
の成績は貴重である。 
 
